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教育者としての「使命感」・「人間愛」・「創造力」を有する教員の養成を目指す 2025
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学園だより

学校支援
プロジェクト

上越教育大学  教職大学院の学校実習

特
集

83.7％学校教育学部 全国第2位
123名教員就職 84.3％教職大学院

（現職教員を除く）
97名教員就職

※令和6年3月卒業・修了者の就職状況

教員就職
率　全国トップクラス! 



研研
究
室
究
室

welcome!

研研
究
室
究
室
へよ

う
こ
そ

な
く
小
学
校
の
教
員
と

な
り
、
実
験
や
観
察
等

に
つ
い
て
指
導
上
の
困

難
さ
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
大

学
で
の
理
科
教
育
は
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
日
的
な
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
資

質
・
能
力
を
持
っ
た
教
員
の
養
成
に
向
け
て
、
私
の

研
究
室
で
は
、
小
中
高
等
学
校
の
理
科
の
授
業
を
想

定
し
た
指
導
法
や
教
材
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
現
場
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
学
生
同
士
の
活
発
な
意
見
交
換
が
日
々
行
わ
れ

て
い
る
の
が
研
究
室
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
院
生
に
は
、
学
会
で
の
発
表
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
研
究
室
の
仲
間
が
一
つ

の
チ
ー
ム
と
な
り
、
全
国
規
模
の
学
会
で
研
究
の
成

果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
研
究
に
取
り
組
み
、
何
か

新
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
り
、
自
分
の
経
験
則
を
客

観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
検
証
で
き
た
り
し
た
時

は
、
本
当
に
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
研
究
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
一
緒
に
味
わ
い

ま
せ
ん
か
。研
究
室
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。是
非
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
大
学
教
育
者
と
し
て
の
信
条
は
、
生
涯
に
渡
っ

て
自
律
的
に
学
び
続
け
よ
う
と
す
る
意
志
を
持
っ
た

教
員
の
養
成
に
尽
力
す
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
研

究
す
る
教
師
」
は
教
育
現
場
に
お
い
て
必
要
不
可
欠

な
存
在
で
あ
り
、
教
師
が
専
門
職
で
あ
る
た
め
の
条

件
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、「
研
究
す

る
教
師
」
は
、
自
ら
「
問
い
」
を
見
い
だ
し
、
自
分

で
調
べ
考
え
た
り
、
他
者
と
議
論
し
た
り
し
な
が
ら

結
論
を
導
き
出
す
と
と
も
に
、
具
体
的
か
つ
重
層
的

な
実
践
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
間
は
本
来
、
知
的
好
奇
心
や
向
上
心
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
私
は
そ
れ
ら
を
学
生
か
ら
引
き

出
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
研

究
の
面
白
さ
に
触
れ
て
興
味
を
持
た
せ
た
り
、
リ
サ
ー

チ
・
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
徐
々

に
学
生
個
々
の
主
体
的
な
研
究
に
移
行
し
て
い
く
よ

う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
理
科
を
苦
手
と
す
る
高
校

生
が
大
学
入
学
後
も
自
然
科
学
を
十
分
に
学
ぶ
こ
と

岐
阜
県
出
身
。
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
修
了
。
博
士
（
学
校
教
育
学
）。
２
０
１
８
年
４
月
着
任
。
専
門
は
理
科
教
育
学
。

主
な
研
究
内
容
は
「
小
学
生
の
問
題
解
決
の
力
お
よ
び
中
高
生
の
科
学
的
な
探
究
の
能
力
を
育
成
す
る
指
導
法
の
開
発
」

「
小
中
高
の
理
科
教
科
書
の
分
析
」
等
。
担
当
授
業
科
目
は
「
初
等
理
科
指
導
法
」
「
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
た
め
の
授
業

設
計
論
」
等
。
ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問
（
選
手
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
）。
座
右
の
銘
は
「
迷
っ
た

ら
厳
し
い
方
を
選
べ
」
。

山
田 

貴
之 

（
や
ま
だ 

た
か
ゆ
き
）　

自
然
・
生
活
教
育
学
系　

教
授 山

田
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
理
科
が
苦
手
な
方
も
大
歓
迎
）

理論と実践を

融合した教員に

研
究
を
通
し
て
理
科
教
育
の
発
展
に
貢
献
を

上越教育大学の良さ
　大学に入学して一番良かったことは熱い心を互いに語り合える仲間ができ
たことです。教育大学ということもあり、教員になりたくて入学してきた人
がほとんどを占めています。自分の理想の教師像や教育観について語り合え
る機会が多く、その度に新しい考えや気づかなかった視点に驚き、刺激を受
けました。3 年生になった今でも教育の問題について語り合う人がいて非常
に充実した生活を送れていると思います。
　様々な専門分野の先生方が集まっていることに加えて一学年の人数が 160
人程度と少人数であることもこの学校の良さであると思います。現在、私は
国語コースに入っているのですが他コースの専門授業も履修しています。大
学に入る前にどんな分野に自分が興味があるかなんて決められないし、入学
した後に変わることだってあると思います。特に多方面に興味、関心がある
人にはおすすめの大学であると思います。また少人数であるため、先生方か
ら専門分野の勉強を手厚く指導していただけます。部活に入らなくても、授
業を通して多くの友達ができる大学だと感じます。

力を入れていること
　私は興味のあること、新しいことがあれば考える前に行動するようにして
います。国語コースに入っているのですが、英語や美術の授業をとることで
日々新しい発見があります。毎日どれだけ情熱的になれるかを考えて生活し
ています。

将来なりたい自分
　子供が思い悩んだ時、相談しようと思える先生になりたいです。子供から
見て、この人なら問題を解決してくれるといった信頼感を感じられる先生に
なれたら最高です。

やりたい事が見つかる大学

可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
研
究
室

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
!!

サイ
コー
!! サイ

コー
!!

サイ
コー
!!

子ども
たちと

一緒
に

絵の
具を

使った
ら、

世界
に一

つの
宝物

ができ
ました

。

学部3 年学部3 年
教科内容構成コース教科内容構成コース

（国語領域）（国語領域）

山山
や まや ま

田田
だだ

  芳芳
よ しよ し

尚尚
た かた か

  さんさん
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問題の発見や
課題・実践の
修正・改善

研究的視点
からの考察や
まとめ

年間150時間学校で
実習を行うんだ。

実習の入り方は人それぞれ！
●週２日を連携協力校での実習、大学に戻ってリフ
レクションと次の実習に向けた準備

●週５日の実習、間に２週間程度のリフレクション
の期間をおいて後半を行う　などなど

アドバイザー
（実習担当教員）

連携協力校
（実習校）
（担当教員）

実践的力量の向上
高度な専門性の習得

学生指導
学校支援に
係る協働

指導・
学校支援に
係る協働

指導・
学校支援に
係る協働

助言指導
コーディネート

連絡・調整

連絡・調整

実習
コーディネーター
（特任教員）

実習生
連携協力校等

レポート

学校連携
（実践）

実践の省察成果還元

受け入れ・
協力

・授業計画
・実施
・データ記録
・分析
・考察
・発表

・現職教員学生
・学部新卒学生
・アドバイザー

連携チーム（約3～4人）

協働履修

学校支援
フィールドワーク

①

学校支援課題探究
リフレクション

②
学校支援課題探究
プレゼンテーション

③

連
携
協
力
校
で
の
実
習
と
そ
れ
を
支
え
る

「
学
校
実
習
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
上
越
」

　

学
校
支
援
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
多
く
の

大
学
院
生
が
学
校
現
場
に
入
る
こ
と
か
ら
、
本

学
と
上
越
市
、
柏
崎
市
、
糸
魚
川
市
、
妙
高
市

の
教
育
委
員
会
及
び
校
長
会
が
、
次
世
代
の
教

員
を
こ
の
地
で
育
て
よ
う
と
い
う
意
識
を
共
有

し
、学
校
実
習
を
組
織
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、

真
に
実
質
化
さ
れ
た
実
習
と
し
て
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
に
、
相
互
の
連
携
の
も
と
、「
学

校
実
習
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
上
越
」
を
構
成
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
市
の
小
学
校
・
中

学
校
・
特
別
支
援
学
校
及
び
教
育
委
員
会
等
の

教
育
機
関
を
連
携
協
力
校
と
で
き
る
体
制
を
確

立
し
、
原
則
こ
の
４
市
の
連
携
協
力
校
で
実
習

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
習
生
の
指
導
体
制

　

本
学
教
職
大
学
院
で
は
、
各
学
生
の
指
導
教

員
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
呼
び
ま
す
。
学
校
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
選
ん

だ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
の
も
と
に
、
主
に
同

じ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
指
導
す
る
学
生
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
そ
の
チ
ー
ム
単
位
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
特

任
教
員
を
配
置
し
、
実
習
生
に
対
し
、
助
言
や

指
導
等
を
行
い
な
が
ら
、
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
教
職
大
学
院
で
の
学
び
は
「
学
校
実
習
」
を
中
核
と
し

て
お
り
、
教
育
実
践
力
を
育
成
す
る
た
め
修
了
要
件
45

単
位
以
上
の
う
ち
10
単
位
以
上
の
履
修
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
こ
で
は
、
本
学
教
職
大
学

院
独
自
で
、
学
校
現
場
が
抱
え
る
課
題
や
取
り
組
み
に

対
し
て
連
携
協
力
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
「
学
校
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

特  集
　

本
学
の
専
門
職
学
位
課
程
（
教
職
大
学
院
）

に
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
汎
用

的
専
門
性
の
育
成
に
加
え
、
先
進
的
な
教
科
等

の
指
導
や
実
践
、
ま
た
は
発
達
支
援
を
推
進
す

る
た
め
の
高
度
な
専
門
職
を
育
成
す
る
19
の

領
域
・
分
野
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
実
践
的
な

指
導
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
高
度
で
専
門
的

な
「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
課
し
て
い

ま
す
。

　
「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
学
校
現

場
が
抱
え
る
課
題
や
取
り
組
ん
で
い
る
主
題
等

の
解
決
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
構
成

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
①
「
学
校
支
援
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
は
、

実
際
に
学
校
現
場
に
入
っ
て
支
援
を
行
い
、

②
「
学
校
支
援
課
題
探
究
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
内
容
を
省
察
・

共
有
し
、改
善
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
③「
学

私の一日（1日の流れの例）

校
支
援
課
題
探
究
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

は
、
自
分
た
ち
の
取
組
成
果
を
学
校
へ
提
案
と

し
て
ま
と
め
、
連
携
協
力
校
に
還
元
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
臨
床
力
・

協
働
力
を
高
め
、
即
応
力
を
身
に
付
け
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

学校支援プロジェクトの概念図

　

４
月
中
旬
頃
に
各
学
校
か
ら
連
携
希
望
が
提
出
さ
れ
、

こ
の
連
携
希
望
内
容
と
各
コ
ー
ス
・
領
域
・
分
野
の
専

門
性
や
特
性
、
学
生
の
希
望
す
る
追
究
課
題
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
、
６
月
初
め
に
各
学
生
の
連
携
協
力
校
が
決
ま

り
ま
す
。
連
携
協
力
校
に
は
、
テ
ー
マ
が
一
致
す
る
複

数
の
学
生
が
、
学
年
や
学
部
新
卒
学
生
・
現
職
教
員
学

生
の
区
別
な
く
チ
ー
ム
を
組
み
、
６
月
中
旬
～
12
月
頃

ま
で
実
習
に
入
り
ま
す
。

学校支援プロジェクトにおける実習生の指導体制

本
学
教
職
大
学
院
の
「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

1
「
次
世
代
の
教
員
を
こ
の
地
で
育
て
る
」
た
め
に

2

年間スケジュールと
一日の流れ

3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学学

支支
校校

援援
学
年
や
学
部
新
卒
学
生
・
現
職
教
員
学
生

の
区
別
な
く
、
複
数
の
学
生
で
チ
ー
ム
を

組
み
、
実
習
に
入
る
こ
と
が
多
い
で
す
！

指
導
や
助
言
の
体
制
が
整
っ
て

い
る
か
ら
安
心
！

学
校
現
場
に
足
を
運
び
、
抱
え
る
課
題
に
と
も
に
向
き
合
い
、
学
び
を
深
め
る

学
校
現
場
に
足
を
運
び
、
抱
え
る
課
題
に
と
も
に
向
き
合
い
、
学
び
を
深
め
る  ——

上
越
教
育
大
学

上
越
教
育
大
学  

教
職
大
学
院
の
学
校
実
習

教
職
大
学
院
の
学
校
実
習

連携協力校で１日の打合せ

授業実践や校外学習の引率等、業務補助

授業実践や放課後の学習支援等を行った
後、大学に戻り、e-box（デジタルポート
フォリオ）に活動記録を入力

午前

朝

午後
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アドバイザーからのメッセージ

学
校
課
題
に
対
峙
す
る
な
か
で

「
教
師
と
し
て
の
力
量
」
を
高
め
る

大学院2年大学院2年
学校教育実践研究コース学校教育実践研究コース
学級経営・授業経営領域学級経営・授業経営領域

目黒 幸士郎目黒 幸士郎さんさん

共
感
的
な
関
係
づ
く
り
と
あ
た
た
か
な
教
室
文
化
の

創
造
が
自
治
的
集
団
を
育
て
る

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
共
感
的
な
人
間
関

係
を
構
築
す
る
た
め
の
価
値
や
ス
キ
ル
を
実
践

的
に
育
成
す
る
場
で
あ
る
「
ク
ラ
ス
会
議
」
を

手
立
て
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
内
で
は
立
場
や
経
験
の
違
い
は
あ
れ

ど
、
研
究
者
と
し
て
は
対
等
な
立
場
で
す
。
お

互
い
の
願
い
や
思
い
、
考
え
を
交
わ
し
合
い
な

が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
の
方
向
性
や
考
え
を
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
校
の
先
生
方
と

も
週
に
1
回
話
し
合
う
時
間
を
設
け
、
目
指
す

子
ど
も
の
姿
や
手
立
て
、
方
向
性
を
確
認
し
て

き
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
と
は
異
な
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
、
学
校
課
題
の
解
決
に
向
け
て
「
協
働
」
し

な
が
ら
歩
め
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
、
教
師
を

目
指
す
者
と
し
て
得
る
も
の
が
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。
実
践
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ

る
思
い
や
理
論
を
現
場
の
先
生
方
と
対
話
で
き

る
こ
と
は
、
現
場
に
出
た
後
に
つ
な
が
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

●協力校の先生の声

実
験
っ
て
お
も
し
ろ
い
！ 

話
し
合
っ
て
新
発
見
！ 

み
ん
な
で
見
つ
け
る
理
科
の
楽
し
さ
！

　

私
た
ち
は
、
深
い
学
び
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
理
科
の
授
業
等
を
中
心
と
し
た
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
主
に
行
っ
た
こ
と
は
３
つ
で
す
。

　

１
つ
目
は
、理
科
実
験
ク
ラ
ブ
の
指
導
で
す
。

植
物
の
種
子
を
模
し
た
紙
飛
行
機
で
実
験
を
行

い
、
児
童
が
相
談
し
な
が
ら
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
活
動
内
容
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
３
年
生
の
「
音
の
性
質
」
の
授

業
で
す
。
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
教
具
「
魔
法
の

コ
ッ
プ
」
を
み
ん
な
で
作
っ
て
、
楽
し
み
な
が

ら
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、理
科
以
外
の
授
業
の
補
助
で
す
。

低
学
年
を
中
心
と
し
た
算
数
授
業
の
支
援
や
校

外
学
習
の
引
率
の
手
伝
い
な
ど
を
行
い
、
児
童

と
の
距
離
も
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
研
究
室
名
：
谷
研
究
室

　
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

谷 

友
和 

准
教
授
）

●
チ
ー
ム
の
人
数
：
9
名

●
連
携
協
力
校
：
上
越
市
立
八
千
浦
小
学
校
、

　

糸
魚
川
市
立
根
知
小
学
校

理
科
を
中
心
と
し
た
主
体
的
・

理
科
を
中
心
と
し
た
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を

目
指
す
学
校
支
援

目
指
す
学
校
支
援

　子どもたちと向き合うことの楽しさ、教えるこ
との難しさ、授業がうまくいった時の嬉しさ、思
い通りにいかなかった時の悔しさ。座学では得ら
れない珠玉の体験と刺激を通じて、チーム谷研メ
ンバーは日々、教師力をアップさせています。理
科コースだけあって、支援で使う理科教材には、
愛と苦悩とこだわりが詰まっています！

　アドバイザーからのメッセージ

成
果
の
還
元

「
学
校
支
援
課
題
探
究
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

チ
ー
ム
の
活
動
の
成
果
を
『
学
校
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
践
研
究
』
に
ま
と
め
、
連
携
協
力

校
に
対
し
て
成
果
発
表
を
行
う
こ
と
で
還
元
し

ま
す
。
ま
た
、
教
職
大
学
院
全
体
と
し
て
も
、

２
月
に「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
広
く
地
域
へ
成
果
の
還
元
を
し

ま
す
。

実
践
の
省
察

「
学
校
支
援
課
題
探
究
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

連
携
協
力
校
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

な
が
ら
、
大
学
に
戻
り
、
そ
の
内
容
を
チ
ー
ム

で
共
有
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
指
導
助
言

を
得
な
が
ら
課
題
に
つ
い
て
の
改
善
策
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
実
践
へ

向
け
た
準
備
を
し
ま
す
。リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

研
究
室
や
チ
ー
ム
単
位
で
実
施
す
る
だ
け
で
な

く
、
領
域
・
分
野
ご
と
に
全
体
で
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　これまで学校連携にかかわってくださった
学校現場の皆様、そして歴代の院生たちが、学
校を少しでも良くしたいという願いのもとに
主体的にプロジェクトに関わることで、学校現
場と大学のwin-winが築かれているように思い
ます。修了生の皆さんがゼミに関係なく学校職
員と院生のコーディネートをしてくださって
いることが大きな推進力になっています。

目標を共有し、それに向かう過程を協働すること
ができ、大変ありがたかったです。

クラス会議を始めてから、クラスが仲良くなった
感じがします。学校がもっと楽しくなりました。

●
研
究
室
名
：
赤
坂
研
究
室

　
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

赤
坂 

真
二  

教
授
）

●
チ
ー
ム
の
人
数
：
5
名

　
（
現
職
教
員
学
生
２
名
・
学
部
新
卒
学
生
３
名
）

●
連
携
協
力
校
：
上
越
市
立
高
志
小
学
校

●協力校の子どもたちの声

共
感
的
な
人
間
関
係
構
築
を
通
し
た

共
感
的
な
人
間
関
係
構
築
を
通
し
た

自
治
的
集
団
の
育
成

自
治
的
集
団
の
育
成

　

本
学
の
学
校
実
習
は
、
大
学
が
所
在
す
る
近

隣
４
市
の
教
育
委
員
会
及
び
校
長
会
と
協
働

す
る
こ
と
で
１
０
０
校
を
超
え
る
地
元
の
小
学

校
・
中
学
校
等
が
連
携
協
力
校
（
実
習
校
）
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
実
習
校
の
教
育
的
課
題
に

対
し
19
も
の
領
域
・
分
野
の
研
究
室
が
擁
す
る

多
様
な
知
を
活
用
し
て
実
践
的
課
題
解
決
を
試

み
る
こ
と
が
大
き
な
特
長
で
す
。
こ
の
学
校
実

習
も
踏
ま
え
、
学
校
現
場
と
大
学
と
が
密
に
連

携
し
た
「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
遂
行
の

な
か
で
、
学
生
一
人
一
人
が
「
教
師
と
し
て
の

力
量
」
を
高
め
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

３ヶ月の間に、子どもの確かな成長を感じました。
その成長を多くの目で見ていただきフィードバッ
クしていただいたこともありがたかったです。

〈
実
践
の
省
察
〉
と

〈
成
果
の
還
元
〉

5

学
校
現
場
が
抱
え
る
諸
課
題
に
チ
ー
ム
で
向
き
合
う
日
々
…
…

こ
れ
が
学
校
実
習
「
学
校
支
援
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」！

4

理
科
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
様
々
な
支
援
を

通
し
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
雰
囲
気
、

様
子
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
学
び
深
い

経
験
が
で
き
ま
し
た
。

現
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
た
り
、
現
場
の

先
生
方
、
現
職
院
生
の
子
ど
も
へ
の

接
し
方
な
ど
を
間
近
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
！

大学院1年大学院1年
教科教育・教科複合実践研究コース教科教育・教科複合実践研究コース
自然科学領域　理科分野自然科学領域　理科分野

遠藤 瞭汰遠藤 瞭汰さんさん

学部新卒学生現職教員学生

副学長副学長
（学校実習担当）（学校実習担当）
志村　喬志村　喬  先生先生
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編集後記
　私たちは、大学生になって初めて一人暮らしを経験し、
自炊をするようになりました。先輩や友達の自炊事情に
ついて教えてもらうと、様々な工夫や楽しみ方があった
ため、私たちも真似したり、自分なりの工夫や楽しみ方を
見つけていきたいと思いました。最後に、取材に協力して
くださった皆さんありがとうございました!!

　大学入学を機に一人暮らしや寮生活をスタートする上教大生はたくさんいます。勉強や部活に励む
上教大生にとって、毎日の食事がエネルギーの源。そこで、得意なメニューやおすすめの調理器具、
時短テク、寮生活での工夫……。「自炊」にまつわるアレコレを語ってもらいました！

　学生宿舎では補食室へお皿を洗いに行く

のがちょっと面倒なので、お皿をなるべく使

わないようにしたり、洗い物を少なくする工

夫をしています。

　盛り付けを考えるようにしています。

簡単な料理でも彩りを意識するだけで

華やかで手が込んだ料理に見えるから

です。

　短時間で調理ができる電気圧力鍋

がおすすめ。切った食材を入れておく

だけで完成するメニューもあります！

毛利 夢
学部2年　幼年教育コース

更科 歩美
学部2年　幼年教育コース

大野 真結香
学部2年　

松井 千夏
学部2年　

石黒 葵衣
学部2年　

　お弁当を作って学校に持って行っています。

週末にきんぴらとか冷凍できるものを一気に作

るのがポイント。朝は詰めるだけ。

硬い野菜はレンジにかけます。

時短になるためです！

　調味料は和風なら出汁、洋風な

らコンソメを使っておけばよし！

　余っている食材の名前でネット

検索をして料理をしています。
匿名希望
学部3年　

匿名希望
学部3年　

　特に冬場には、鍋料理の食材

を切って1食ごとに冷凍保存。食

べるときは鍋に食材と鍋のたれを

入れるだけで料理が完成します。

部活終わりなどの夜遅くになって

しまうときに重宝します。

匿名希望
学部2年　

　週に2回、友達とごはんを作りあっ

ています。自分の分だけだとだるく感じ

る料理も誰かのためなら頑張って楽しみ

ながら作れています。友達と一緒に食

べればおいしさも2倍！

上教大生のひろば

学生がつくる

寮生活ならではの
工夫！

おいしさ2倍！
一緒に食べれば

電気圧力鍋
おすすめです★

LOVE♥
卵焼き用フライパン

冷凍野菜
カット済み

で時短！

お弁当作ってます！！

出汁にこだわり!

　最近は卵焼きがマイブームなのでよく作って

食べています。卵焼き用のフライパンは丁度よ

いサイズ感で使いやすいです。

　IHよりガス派！ 外山 皓士
学部2年　
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からの修了生

民
主
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
、
人
間
性
豊
か
な
、

た
く
ま
し
い
生
徒
を
育
成

す
る 
〜
３
つ
の
合
言
葉
〜

　

附
属
中
学
校
は
、「
民
主
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
、
人
間
性
豊
か
な
、
た
く
ま
し
い
生
徒
を
育

成
す
る
」
と
い
う
教
育
目
標
の
も
と
、
生
徒
は
生

き
生
き
と
輝
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
確
か
な
学
力
」「
響
く
歌
声
」「
あ
ふ
れ

る
探
求
心
」
と
い
う
当
校
の
3
つ
の
合
言
葉
を
基

に
、
生
徒
の
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し

ま
す
。（
文
責
：
主
幹
教
諭  

岩
舩 

尚
貴
）

　

今
年
度
は
「
創
造
性
に
着
目
し
た
各

教
科
の
単
元
開
発
」
を
研
究
主
題
と
し

て
、
各
教
科
で
単
元
を
構
想
し
、
授
業

実
践
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
18
日（
金
）

に
行
っ
た
教
育
研
究
協
議
会
に
は
、
全

国
か
ら
２
２
１
名
の
申
込
み
が
あ
り
、

生
徒
が
創
造
性
を
発
揮
し
な
が
ら
「
確

か
な
学
力
」
を
身
に
付
け
て
い
く
姿
を
、

参
会
者
の
皆
様
か
ら
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
校
で
は
、
春
と
秋
に
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
合
唱
を
通
し
て
仲
間
と

の
絆
を
深
め
、
成
長
を
遂
げ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
式
や
教
育
研
究
協

議
会
で
は
、
３
年
生
に
よ
る
歓
迎

合
唱
が
行
わ
れ
ま
す
。
入
学
生
は

上
級
生
の
姿
に
憧
れ
て
、「
響
く

歌
声
」
の
伝
統
が
脈
々
と
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

上
越
教
育
大
学
の
先
生
方
か
ら

特
別
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
当
校
な
ら
で
は
の
活
動
の
ひ
と

つ
で
す
。
今
年
度
は
９
月
３
日

（
火
）
に
行
わ
れ
、
林 

泰
成
学
長

を
は
じ
め
、
13
名
の
大
学
の
先
生

方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
講

座
を
開
講
し
ま
し
た
。
生
徒
は
大

学
の
専
門
的
な
学
び
に
目
を
輝
か

せ
、「
あ
ふ
れ
る
探
求
心
」
で
学

ん
で
い
ま
し
た
。

響
く
歌
声

 

―
年
２
回
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と
歓
迎
合
唱
―

確
か
な
学
力

―
教
育
研
究
協
議
会
―

あ
ふ
れ
る
探
求
心 

―
わ
く
わ
く
大
学
デ
ー
―

２学年沖縄修学旅行

「〝
な
い
〟
か
ら
行
く
ん
だ
よ
。」

こ
れ
は
、「
研
究
す
る
テ
ー
マ
が
見
つ

か
ら
な
い
な
」
と
口
に
し
た
私
に
、
大

学
院
で
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
先
生
が
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
で
す
。

私
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
２
年
間
、
新
潟
県

教
育
委
員
会
の
派
遣
教
員
と
し
て
上
越
教
育
大

学
大
学
院
で
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
る
先

生
方
と
の
出
会
い
、
初
め
て
挑
戦
す
る
表
現
方

法
…
…
大
学
院
に
は
、
た
く
さ
ん
の
「
感
動
」

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
院
で
の
学
び
を
通

し
、
私
は
、「
授
業
に
主
体
的
な
学
び
を
阻
む

要
素
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」「
美
術
科
の
授

業
に
対
し
、
中
学
生
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
抱

い
て
い
る
の
か
」
と
い
う
２
つ
の
疑
問
を
抱
き

ま
し
た
。こ
の
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
先
行
研
究
や
参

考
文
献
を
も
と
に
授
業
実
践
を
す
る
中
で
、
先

輩
の
言
葉
の
真
意
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
研
究
し
た
い
テ
ー
マ
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
は
、
授
業
が
上
手
く
い
っ
て
い
た
か

ら
で
は
な
く
、
日
々
の
忙
し
さ
に
流
さ
れ
学
ぶ

こ
と
を
忘
れ
て
、「
分
か
っ
た
つ
も
り
」
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
し
た
。
こ
の
研
究
を
通
し
、
教

材
研
究
を
丁
寧
に
行
い
「
生
徒
と
体
験
を
共
有

す
る
大
切
さ
」
や
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
通
し
た

生
徒
と
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
「
学
び
を
可

視
化
さ
せ
る
こ
と
や
共
有
す
る
意
義
」
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
行
為
の
意

図
や
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

は
見
落
と
し
て
い
た
「
主
体
的
な
学
び
」
を
見

出
す
視
点
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
大
学
院
と
連
携
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
は
、
大
学
院
時
代
の
指
導
教
員
の
五
十
嵐

史
帆
先
生
の
研
究
室
と
連
携
し
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
・
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
大
塚 

い
ち
お
さ
ん
を
東
頸
中
学
校
に
お
招
き
し
、
お

話
を
お
聞
き
す
る
機
会
が
で
き
ま
し
た
。
大
学

院
と
の
連
携
は
、
私
に
と
っ
て
「
挑
戦
す
る
勇

気
」
と
な
り
、
生
徒
が
新
た
な
学
び
の
扉
を
開

く
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
の
２
年
間
は
、「
学
ぶ
喜
び
」
に

満
ち
た
時
間
で
し
た
。
そ
し
て
、「
中
学
校
で

美
術
教
師
と
し
て
生
き
て
い
く
喜
び
」
を
見
つ

け
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
大
学
院
で

の
学
び
を
糧
に
、「
主
体
的
な
学
び
」
を
促
す

授
業
を
目
指
し
て
一
歩
ず
つ
頑
張
り
ま
す
！

横尾 夏奈子
（よこお かなこ）

新潟県上越市出身。玉川大学
文学部芸術学科卒業。平成
22年から新潟県の公立中学

校教員として勤務。令和3年度から2年間、上越教育大
学大学院修士課程学校教育深化コース（芸能深化・美術）
に在籍。令和5年、第62回大学美術教育学会香川大会で
研究を発表。令和6年度より上越市立東頸中学校に勤務。

３学年国語科

「令和に受け取る魯迅のメッセージ」

２学年家庭科

「私のためのフェーズフリーな防災」

秋の合唱
コンクール

３学年生徒による

入学式での歓迎合唱
伊藤 将和先生講座

「色鉛筆で描く」

林 泰成学長講座

「大学で何を学ぶか」

「
学
ぶ
喜
び
」
に
満
ち
た

　

２
年
間
を
糧
に

　
　

一
歩
ず
つ
！ 

一
歩
ず
つ
！
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退職退職退職教員から皆さんへ

風景が変わる

　所属領域では修了する院生に「風景が違って見える

ようになりましたか」と言葉をかけていました。彼ら

の複眼的思考を願って。しかし在職の間、見る風景が

変わったのは私の方でした。異なる研究分野の人達の

おかげで専門を超えた広い世界を知り、事務職員の方

達と一緒に仕事をする中で違った景色に出会いました。

そうした自由で多様な視点を提供し許容する場が大学

なのでしょう。関係くださったすべての方々に感謝申

し上げます。

学校教育学系

教授  内藤 美加

1995年11月、講師として着任。
助教授、准教授を経て、2009年
4月に教授に就任。専門は教育
心理学、認知発達心理学。

学びのよろこび

　幼小中高特別支援学校、美術館、本学附属学校園、

大学で、子どもたち、先生方、作家、館長、学芸員、

受講生、ゼミの皆さんと、原っぱ、青田川、妙高、海、

教室、美術館などで、ものや場や活動をつくり・つく

り変え・つくり変わるよろこびを、共に深く経験する

ことができました。ありがとうございました。教職員

の皆様には 28 年間たいへんお世話になりました。心よ

り感謝申し上げます。皆様のご健康と本学のご発展を

願っております。

芸術・体育・教科横断・
総合教育学系

教授  松本 健義

1997年4月、助教授として着任。
准教授を経て、2010年4月、教授
に就任。専門は学習臨床学、芸術
教育学、総合的学習、幼児造形
教育。

豊穣な自然・歴史・人々との交流に感謝

　皆様と共に歩んできた 30 年は、私にとってかけがえ

のない時間でした。専門研究を深めるとともに、学生

たちの成長を間近で見守り、教職員の皆様と協力して

教育に携わることができたことは私の大きな喜びです。

本学と地域の皆様に心から感謝申し上げます。教育研

究だけでなく、社会貢献活動、国際交流、組合活動な

ど本学で得られた貴重な経験知を活かして退職した後

もグローカルなかたちで社会に貢献していきたいと思

います。

人文・社会教育学系

教授  下里 俊行

1995年4月、講師として着任。
助教授、准教授を経て、2009年
4月、教授に就任。専門は歴史
学、思想史、社会科内容学。

複数のアプローチのあるキャンパス

　春は満開の桜、夏は朝の弁天池、秋は紅葉したメタ

セコイア、冬は深々と降る雪……この美しいメインアプ

ローチの先には、各学問体系につながるように複数のア

プローチが続いています。そのいずれかを選び研究室や

教室へと歩むたびに、創立時に思いを馳せ、本学にて教

員養成に携われる幸せに感謝してまいりました。この豊

かなキャンパスにてめぐり合った教職員の皆様はじめ、

学生の皆様、ゼミ生、地域の皆様に心より感謝申し上げ

ます。

芸術・体育・教科横断・
総合教育学系

教授  小高さほみ

2017年4月、教授として着任。
専門は教師教育、家庭科教育学。

本学で32年7ヶ月お世話になったお礼

　52歳で大病になり、命の危機に直面しましたが、教

職員の皆様の心温まる御支援により、再発を経ながら乗

り越えて、定年退職まで辿り着けそうです。足腰などに

障害は残りましたが、リハビリが功を奏し、ゆっくりと

した歩行ができるまでになりました。キャンパス内の朝

散策でリハビリをした際、四季折々の花や緑を楽しみ

ました。今後、首都圏の大学で教鞭を執りながら定員

充足キャラバンを展開し、本学に微力ながら貢献して

いきます。

自然・生活教育学系

教授  山崎 貞登

1992年8月、助教授として着任。
2003年10月、教授に就任。専門
は、技術科教育、生物育成の技
術、STEAM教育。

素敵な自然と仲間に恵まれた30年間

　人文棟６階の研究室からメインストリートの先に望

む八海山の方向が私の出生地でした。転居を重ね 20

箇所めが上越で、30 年間お世話になりました。四季お

りおり豊かに変貌する山、海、空のもとで、頼もしい

先生方、真摯な学生さん、そして堅実な事務職員の皆

様に支えられ、研究と指導に取り組むことができまし

た。深く感謝申し上げます。本学が変わらずこの国の

教育研究の一隅を照らし続けることを祈っております。

発達支援・
心理臨床教育学系

教授  杉浦 英樹

1995年4月、助手として着任。講
師、准教授を経て、2014年9月、
教授に就任。専門は幼児教育。

皆様への感謝を込めて

　６年間の米国（ＮＹ市）留学から帰国後、私学を経

て本学に勤務いたしました。これまで、多くの方々と

のかけがえのない出会いに恵まれ、支えていただきま

した。本当にありがとうございました。家族の住む東京、

実家のある長岡、勤務する上越の３か所を長らく往来

して参りました。４月からも本学で研究職に専念しな

がらの往来生活が続きます。今後ともよろしくお願い

いたします。皆様のご健康とご活躍をお祈り申し上げ

ます。

芸術・体育・教科横断・
総合教育学系

教授  時得 紀子

1992年4月、助教授として着任。
准教授を経て、2012年4月、教授
に就任。専門は音楽教育の国際
比較研究、音楽科と教科横断的
な学習。

学校教育学系　教授  西川　純
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J-style通信
学長室から 上教大 

掲示板
なんで

も

学長　林　泰成
習うは一生

　本学では、令和6年10月1日（火）から12月26日（木）にかけて、学生に対する経済的支援事業とし
て、食堂及び売店における「食の応援クーポン券」事業を実施しました。
　この事業は、上越教育大学基金を基に、学生への経済的支援及び食事を通じた健康管理に資する
ことを目的として実施されました。令和2年から実施していた「学生応援200円ランチ」をさらに学
生が利用しやすい形にするべく、食堂及び売店の商品購入時に250円の割引を受けることができる
クーポン券を配付し、割引を行ったものです。
　事業実施後のアンケートでは、「物価高騰で生活が苦しい中、とても助かりました」「好きなときに
使えるクーポン券形式がとても良かった」といった声が多数寄せられました。

「食の応援クーポン券」事業で学生支援を実施

　

2
0
2
5
年
3
月
に
卒
業
・
修
了
さ
れ
る
皆

さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学

の
大
学
お
よ
び
大
学
院
で
の
学
び
を
終
え
て
そ

れ
ぞ
れ
の
場
に
巣
立
っ
て
ゆ
く
皆
さ
ん
は
、
す

で
に
教
員
や
心
理
臨
床
家
と
し
て
の
基
礎
的
な

知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
、
新
し
い
職
場
に
お

い
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
で
は
、
教
職
課
程
を
設
置
し
て

い
る
大
学
で
教
員
免
許
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
り
高
度
な
学
び

の
た
め
に
、
大
学
の
上
に
大
学
院
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
教
育
法
の
第
99
条
で
も
、「
大

学
院
は
、
学
術
の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
研
究

し
、
そ
の
深
奥
を
き
わ
め
、
又
は
高
度
の
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
深
い
学

識
及
び
卓
越
し
た
能
力
を
培
い
、
文
化
の
進
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
修
士
レ
ベ
ル
の
大
学
院
と
し
て

専
門
職
学
位
課
程
と
修
士
課
程
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
前
者
は
、
教
職
大
学
院
と
も
よ
ば
れ
、

「
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う

た
め
」
の
組
織
で
す
。
さ
ら
に
、
修
士
レ
ベ
ル

の
上
に
、
他
大
学
と
連
合
し
て
博
士
課
程
（
後

期
課
程
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
性
の
高
い
職
業
で
も
、
職
場
で
仕
事
を

し
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
や
り
方
も
可
能
で
す
。

オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
O
J
T
）

と
呼
ば
れ
る
や
り
方
で
す
。
し
か
し
、
昨
年

12
月
に
、
文
部
科
学
省
は
、
学
部
の
定
員
を

縮
小
し
大
学
院
へ
振
り
替
え
る
方
針
を
出
し

ま
し
た
。
博
士
号
取
得
者
を
増
や
し
た
い
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
少
子
化
の
問
題
な

ど
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
学
術
上
の

国
際
的
な
競
争
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
一
面

も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
以
前
と
比
べ
れ
ば
経
済
力
な
ど
も

落
ち
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
大
学
や
大
学
院
も

含
め
た
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
効
果
的

な
教
育
を
行
う
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
少
子
化
の
時
代
に
博
士
課
程

だ
け
を
増
強
し
て
も
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究

者
が
増
え
る
と
は
私
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
ま
ず

や
る
べ
き
こ
と
は
、
義
務
教
育
レ
ベ
ル
か
ら
の

補
強
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
教
職
や
心
理
職
の
養
成
で
は
、
常
に

現
場
・
臨
床
の
場
と
の
連
携
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
仕
掛
け
の
ひ
と
つ
が
、
本

学
の
場
合
は
、
本
号
の
特
集
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
の
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
本
号

の
他
の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
地
域
の
教
育
委
員
会
や
校
長

会
、
各
学
校
園
の
ご
支
援
・
ご
協
力
な
く
し
て

成
立
し
え
ず
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
・
修
了
さ
れ
て
も
、
学
び
は
こ
れ
で
終

わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
習
う
は
一
生
」
と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
人
生
そ
の
も
の
が
学

び
の
場
な
の
で
す
。
学
び
続
け
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　令和6年10月4日（金）に第17回（令和6年度）辰野千壽教育賞授与式を
挙行し、優秀賞1名に賞状を授与するとともに副賞を贈呈しました。同教育
賞は、初代学長である故 辰野 千壽先生の長年にわたる教育・研究業績の精
神を受け継ぎ、我が国の教育に多大な影響を与える優れた教育・研究の振
興に貢献するため創設されたもので、初等中等教育諸学校等の教育現場に
おける特色ある実践研究及び先進的取組を讃え、更なる発展に向け支援す
ることを目的としています。

第17回 辰
た つ

野
の

千
ち

壽
と し

教育賞の選考結果

●優秀賞
氏 名 所属・職名等 主題及び副題

窪谷　理 茨城県潮来市立延方小学校教諭 身近な自然の教材化とその教育実践 ～小学校理科専科教員としての取組～

辰野千壽教育賞の詳細はこちら

▲

◀「新潟次世代教員養成プログラム」紹介ページ
　（動画へのリンクもあります）

　NGT48の杉本 萌さんが出演する本学紹介動画を公開しました。この動
画では、杉本さんがリポーターとして在学生や教職員にインタビューを
行っており、本学の魅力や、令和6年度にスタートした新潟次世代教員養
成プログラムの概要が分かる内容となっています。ぜひご覧ください。

NGT48の杉本 萌さんが出演する
本学紹介動画を公開

学部教員就職率83.7%! 全国第2位
　文部科学省が公表した国立の教員養成大学・学部の令和6年3月卒業者の教員就職率において、本学は83.7％（卒業者
から大学院進学者と保育士就職者を除いた数を母数とした場合）で、全国44大学・学部中、第2位となりました。
　教職大学院（大学院専門職学位課程）令和6年3月修了者の教員就職率は84.3％でした。

位2

学部教員就職率
12年連続80%以上・
全国５位以内達成は
本学のみ!

（写真左から）動画出演の在学生（2名）とNGT48
の杉本 萌さん

受賞者の窪谷さん（写真中央左）、
林 泰成学長（写真中央右）
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入学動機と
大学院での学び
　私は学部時代に「子どもたちは学　私は学部時代に「子どもたちは学

ぶ目的・意義をどのように持つのか」ぶ目的・意義をどのように持つのか」

ということを中心的なテーマとしてということを中心的なテーマとして

研究をしてきました。その中でキャ研究をしてきました。その中でキャ

リア教育に出会い、キャリア教育をリア教育に出会い、キャリア教育を

中核に、より高度な知識・授業実践中核に、より高度な知識・授業実践

力を養い、理論知と実践知を深い次力を養い、理論知と実践知を深い次

元で結びつけながら教職に携わって元で結びつけながら教職に携わって

いきたいと強く考えるようになりまいきたいと強く考えるようになりま

した。そのことがきっかけとなり、した。そのことがきっかけとなり、

上越教育大学大学院への進学を決意上越教育大学大学院への進学を決意

しました。しました。

　ここでは「理論と実践の往還」を　ここでは「理論と実践の往還」を

大切にし、様々な「知」を学ぶこと大切にし、様々な「知」を学ぶこと

ができています。また学校支援プロができています。また学校支援プロ

ジェクトでは、実際の現場で起きてジェクトでは、実際の現場で起きて

いる課題に中・長期的に向き合い、いる課題に中・長期的に向き合い、

「キャリア教育」の視点から現場の先「キャリア教育」の視点から現場の先

生方と協働し、課題解決に取り組ん生方と協働し、課題解決に取り組ん

でいます。でいます。

　所属するゼミでは、指導教員や教　所属するゼミでは、指導教員や教

育に熱い情熱を持つ仲間たちと刺激育に熱い情熱を持つ仲間たちと刺激

し合いながら学びを進めています。し合いながら学びを進めています。

また、学会への参加や他の大学院とまた、学会への参加や他の大学院と

の交流など、学外にも学びの場を広の交流など、学外にも学びの場を広

げ、新たな視点や考えを吸収するこげ、新たな視点や考えを吸収するこ

とができています。とができています。

研究成果
　大学院では、学習内容と現実世界　大学院では、学習内容と現実世界

の有機的なつながりを子どもたちがの有機的なつながりを子どもたちが

実感できるよう、キャリア教育を中実感できるよう、キャリア教育を中

心に「子どもたちが、学ぶ目的・意心に「子どもたちが、学ぶ目的・意

義を見出せる教育実践」について、義を見出せる教育実践」について、

研究を進めてきました。その一環と研究を進めてきました。その一環と

して行った「学習レリバンスが受験して行った「学習レリバンスが受験

競争観に与える影響」をテーマとす競争観に与える影響」をテーマとす

る研究では、大学入試場面におけるる研究では、大学入試場面における

競争の影響を肯定的に捉える成長型競争の影響を肯定的に捉える成長型

競争観を持つ学習者は、教科ごとに競争観を持つ学習者は、教科ごとに

学ぶ意義を持っていることを見出し、学ぶ意義を持っていることを見出し、

学修成果報告書にまとめることがで学修成果報告書にまとめることがで

きました。きました。

終わりに
　来年度からは学校現場に活動場所　来年度からは学校現場に活動場所

を移します。そこでも大学院で大切を移します。そこでも大学院で大切

にされている「理論と実践の往還」にされている「理論と実践の往還」

の精神を忘れず、学び続ける姿勢をの精神を忘れず、学び続ける姿勢を

持って研究及び教育実践に取り組ん持って研究及び教育実践に取り組ん

でいきたいと思います。でいきたいと思います。

アンケートにご協力ください
公式ホームページにおいて本誌に
関するアンケートを実施していま
す。左のQRコードを読み込むこ
とで、携帯端末からもご回答いた
だけます。アンケートにお答えい
ただいた方の中から抽選で10 名
様に粗品をお送りいたします。

QRコードは（株）デンソーウェーブ
の登録商標です。
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■ 聞き手・文（写真左より）　
大学院2年
学校教育研究コース　道徳・進路・生徒指導領域
佐藤 皓
川畑 紗衣

（中央・本人） 
水野 皓太

　髙橋さんの「大学院での研究を教育の現場で
生かしたい」という強い思いが伝わってきまし
た。何事にも熱心に取り組む彼の高い志に触れ
たような気がします。来年からは同じ教師とし
て切磋琢磨していきましょう！

インタビューを終えて




